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固定が不完全となるので各種保存同種骨移植を試み
た。下志津病院に於て 30才男 L1L2 カリエス。 21
才男 L1L2 Laカリエス。 26才男 Bll.12 L1 L2 カ
リエスの 3例に後方固定を試みた。材料は胸廓成形
術に際し切除した病変のない無骨膜肋骨片で SM
2 g PC 10万単位加生食水 500cc中に 1___.4週間保
存したもので，無菌的なることを確めてから使用し
7こ。肋骨は 3~4本長骨片とボンチップとの混合法
が骨皮質を削った糠突起，椎弓部l乙移植した。術後
は6週間ギプスベット，以後ギプスコルセットにて
起立歩行練習。術後観察期間は 1~3 カ月に過ぎな
いが，保存同種骨移植の可能性を知り得たと共に今
後固定の確実性と病巣の修復に対する影響について
観察していきたいと思う。 
41) 椎間板の組織学的研究

一特に経腹的椎間板切除標本についてー'

千葉大大学院石川正士 

T.A.D法により得られた椎間板大標本 35例の
組織像，特f(_ 1)細胞成分の変性， 2)線維成分の
変性， 3) Fibrose，4) Odem，の 4点と，各種臨床
像との関係を追求した。 
1. 細胞変性は年令上昇と共lζ強くなる傾向にあ
ふ間質に認むべき事象と云われる老化現象が細胞
にも妥当するものと考えられる。 
2. 腰椎のみを主訴とする群と，これに坐骨神経
痛を伴う群の両者で，特l乙組織学的有意の差は見ら
れず，従って，根症状を有すると有せざるとに拘ら
ずその組織学的態度は同じであって，椎間板へJレニ
アを Disklゑsionなる概念で捉え，病的椎間板を広
範に切除する T.A.D法の合理性が組織学的にも
認められる。 
3. Fibroseは臨床経過の長いものに多く認めら
れる。 
4. 単純レ線像，上特に椎間腔狭小のあるもので
は細胞変性の度合が強く， 叉 Fibroseの存在する
ものが多い。 
5. Myelogramm所見と組織学的所見の聞に特
別の関係を見ない。 
6. Disc'ogrammの変性像と， 組織学的細胞変
性像の聞に併行関係が認められる。 
42) 椎間板の電子顕微鏡学的研究(第 1報)
千大整形五昧淵諒一
椎間板の組織学的研究は，現在迄数多くなされて 
きたが，椎間板中の細胞成分に就いては何ら定見な
く，叉変性の本体に就いても充分解明し得なかっ
た。経腹的椎間板切除lとより得た椎間板を超薄切片
により，電子顕微鏡学的に検索し，胎児 (7及び9
ヵ月)腰部椎間板との比較の下に之を検討した。手 
術時刻出せる椎間板には，多数の小突起を有する細
胞が見られ，叉細線維が不規則的に排列していた。 
細線維には謬原線維特有の横紋が見られ，所謂変性
椎間板l乙於ても，線維自体の形体的変化は意外に少
いものと思われる。一方胎児椎間板には定型的の線
維芽細胞が認められ，細線維は規則的に排列してい
た。粗面小胞体内部は電子密度高く，ゴJレジ野の存
在は明瞭でなかった。成人椎間板中の細胞は，線維
芽細胞の Metamorphosisによるものか， 脊索細
胞の遺残物かは明らかで、ない。 
43) ベルテス病のレ線的脈管的研究

千大整形斯波 隆

ぺJレテス病の成因に関しては，未だ定説はない現
状であるが，その病理所見が大腿骨々頭核の無反応
性壊死を主体としている事より骨頭核の血行障害が
要因をなしているものと推定され，乙の観点より血
行障害の解明の一法として，骨頭核よりの静脈撮影
を施行した。
健全な 4才より 11才迄の小児に於ては， 骨頭核
内に注入した造影剤が上支帯静脈l乙始まり内側大腿
回旋静脈，大腿静脈を経て外腸骨静脈へと還流する
を主流とし，僅lと骨端軟骨内を貫通する血管により
メタフィーゼを経ての還流を見るのに対し，ペルテ
ス病骨頭核では上支帯静脈l乙始まる外腸骨静脈系の
本来の還流は殆ど認められず，病変部骨端軟骨板を
介しての血管の侵入によるメタフィーゼへの還流
がその大部分をなし， 高度の循環障害を呈してい
るととが推察され， その結果として起る骨頭核の 
Venous hypermiaが栄養障害の因をなしているも
のと考えられる。 
44) 当科に於ける麻酔の現況及びその反省
千大整形河野保久
整形外科開設以来約6年に亘って行われた麻酔に
就いて，小児麻酔を中心として，統計的考察を行っ
た。昭和 29年9月より 35年 7月現在に至る全手術
症例は， 外来手術を含めて，総数2440例である。
その中全麻は 444例 19.8%を占め，腰椎麻酔376例
15%，伝達麻酔 123例 5%，局所浸潤麻酔 1497例
